
 

 

 

 

 

 

 
  

住み慣れた地域で、いつまでも安心して暮らして行きたいと誰もが願っていますが、

予想をはるかに超えて急速に進む少子高齢化社会の波に打たれて、社会保障の目的で

ある「生活の継続の保障」すら危ぶまれる状況です。高齢者は医療面でも介護面でも、

多岐に渡る問題を同時に抱えていることが多く、しかも、その程度も個々の人で様々

です。特に重度の要介護者が住みなれた自宅で療養を続けるためには医療と介護の手

厚い介入と密接な連携が欠かせません。訪問診療、専門医の往診、訪問看護、訪問介

護、訪問リハビリテーション、口腔ケア、薬剤管理など、関係する多職種が共通の情報に基づいて同じ方

針で協働して関わっていくことが必要です。しかしながら医療と介護の間に壁が存在することも事実で 

あり、この壁を如何にして低くしていくかが問われています。壁を低くするための第一歩は「顔が見える

関係づくり」であり、その活動を積み重ねることによって、医療側、介護側の相互理解が深まり、知識が

増え、知恵が生まれ、在宅医療と介護の双方の質が高まっていくと考えられます。 

そうした意味で、この「まいづる連携」の果たす役割は極めて重要です。今後井原市の医療と介護が「弱

い連携から強い連携へ」と質を高めていって頂きたいと切に願っています。               

院長 山田 信行 

               

 

 
 
 
 

第１回「まいづる連携」連絡会を平成 26年 6月 16日（月）18：00～19：00井原市民病院第２会議室

で開催しました。地域の居宅ケアマネさんらを中心に総勢参加者 63 名の参加がありました。参加してく

ださいました皆様ありがとうございました。 

7 月よりリハビリ科で介護保険対応の「通所リハビリテーション事業」の開設についてと 5 階療養病棟

での地域実情にあった病棟運営を目指して「短期入院事業」について説明を行いました。 

内容については、井原市民病院ホームページ地域医療連携室【まいづる連携】のコーナーでご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

～あとがき～ 

地域の皆様が安心できる医療介護のネットワークづくりのために「まいづる連携」へ皆様のご指導ご鞭

撻の程よろしくお願いします。また開設、今後の運営サポートを井原市（包括支援センター・健康医療課・

福祉課）よりもご支援を頂き心強く思っています。今後ともどうぞよろしくお願いします。 
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去年より井原市民病院の中庭へ癒しと清涼を求めて緑のカーテン・

ゴーヤを植えています。今年も植えてみました。ツルがあっという間

に大きく成長しましたが、実がなるかどうか…来院時には是非ゴーヤ

の成長に目を向けてみてください。 

 待ち時間にほっと癒されるスペースになれば幸です 

                     地域医療連携室 

    

 

 

今年もゴーヤを植えました!! 


